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北米における日本文学研究は翻訳から始まったといってよい。特に終戦後から60年代を経て70

年代に至るまでの期間、北米において 日本文学が注目されたのは、極めて優秀な翻訳者の仕事に

負うことが多い。当時、サイデンスティッカー、キーン、マ ックレラン、ヒベ ット等の優れた翻

訳者に恵まれた日本文学は幸運であった。それ以後、彼等よりも少 し若い世代から二代 も三代も

若い卓越 した才能を持つ翻訳者によって引き継がれ、いまや優秀な翻訳者はこの分野の伝統とさ

えなった感がある。1980年代から1990年 代にかけ数多 くの作品が出版され、選集が編 まれている。
キヤノン

その範囲はいわゆる 「正典」的な作家を越え周辺作家や知名度の高い作家の周辺的作品を含むよ

うになった。これらの翻訳者の名前を一部だけあげると、ヘレン ・マ ッカラー、バー トン・ワッ

トソン、カレン・ブラゼル、ロイヤル ・タイラーが前近代で、また、ジ ョン・ベスター、ジェイ ・

ルービン、ロバート・ダンリー、ヒロアキ ・サ トー、ウィリアム ・ナ ッフ、ジョン・ネイサン、

ポール ・マ ッカーシー、ロバー ト・エ ップ等が近代で活躍 している。

翻訳は文学作品だけではなくて、批評や文学史にまで及んでいるのがこの時期の特徴のひとつ

だ。例えば柄谷行人の 『近代文学の起源』や 『隠喩としての建築』が英訳出版 されたが、すでに

柄谷を引用する論文が相当数見 られることか ら、彼の北米 日本文学研究に与えた刺激の程度がう

かがわれる。

80年代に日本文学史の大著が二つ完成された。加藤周一の 『日本文学史序説』二巻 と小西甚一

の 『日本文芸史』四巻であるが、『序説』は全三巻 として、『文芸史』 は三巻 まで英訳された。そ

の上これに昨年完結した ドナル ド・キーンによる 『日本文学史』全四巻が加わった。それまで英

文による日本文学史は百年 も前に出版されたW.G.ア ス トンのものだけなので、これは画期的

なことだといえる。北米の読者、研究者達は加藤の 『序説』、文学を文芸にまで拡げ、新 しい時

代区分を提唱する小西の 『文芸史』、すべての原典を自ら読みこなし、百科全書的、博覧強記のキー

ンの 『文学史』をこれからじっくり読み較べることではか りしれぬ利益 を受けることになるだろ

う。

さてそれでは前近代と近代に分けて研究の動向を見ていくことにする。この時期前近代文学研

究で目立ったのは 『源氏物語』についてい くつか洗練された研究が発表 されたことであろう。

1987年 にノーマ ・フィール ド 『源氏物語における憧れの輝 き』、ハルオ ・シラネ 『夢の浮橋 源

氏物語の詩学』という、特徴のある本が出版 された。両者 とも日本の源氏学を充分にこなし自家

薬籠中の ものとしているのと、西洋の文学理論に通 じていて、いたるところに応用 している。特

にフィール ドは宗教学、人類学、フランスの文学理論 を使い脱構築的、フェミニスト的であるが、

結果的には還元的である。一方シラネ億 より構造的、歴史的であり厳密な学問的姿勢を貫いてい
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る。シラネは 『源氏』を文学的、歴史的、社会的、政治的な情況の中に据えて説明し、原則的に

はロマンスとして捉えている。したがって光源氏を周囲 と有機的に反応 しながら成長 してい く人

物として受けとめるのに対 し、フィール ドは彼を成長のない人物、自分のエゴのために女性を計

画的に次々と征服 してい く人物であ り、彼には女性に対する優越感はあって も愛はないと断 じて

いる。

フィール ドはエリアーデ、パフチン、デリダ、フェミニス ト批評を從横に使い、この作品を分

析するのだが、そういう文学理論に慣れていない読者はまごつくかもしれない。 しか し、その特

徴のひとつは平安文学や 『源氏』 に親しんでいない読者でも、西洋の文学理論を一応こなしてい

る人は彼女の論旨についていけることだ。シラネは西洋の理論に充分 目を配 りつつ も 『源氏』が

咲 きいでた土壌に立脚 し、先行文学、宮廷、政治、社会、歴史、それから美学を詳細に説明して

いるので、『源氏』のみならず、平安時代に対する極めて有効な手引にもなっている。

両者はこのように性格を異にしていながら、相互を補い合う関係にあるといえる。フィール ド

の理論による分析は今迄に見えなかった ものを見せて くれる反面、切 り残 したものが目につき、

どうして も還元的になる。シラネの学問的手付 きは厳密で危な気がないが当然思いがけぬアイ

ディアの飛躍 も少ない。この二人の学問は80年代か ら90年代にかけて北米における日本文学研究

について二つのことを物語 っている。ひとつは学問がかなり洗練され、高い レベルに達 して きて

いること、もうひとつは西洋の文学理論を応用 し、日本文学を脱構築 していこうとする学者 とそ

ういう傾向に関心を払いながらも基本的には構造的、歴史的なアプローチを保ち成果を挙げてい

こうとする学者の二派に分かれてきたということである。しかしまだ過渡期であるのでこの区分

には灰色の部分がつきまとう。後に見るようにポス トモダン、脱構築の理論にのめり込むのは近

代を対象とする学者により多 く見られるようだ。

1991年 にジャネット・ゴフの 『能と 「源氏物語」一15篇 の能における引喩法』が出版されたが、

これは能作者がいかに自分の作品のテクス トに 『源氏』の原典からではなく要約されたものや 「よ

りあい」の語彙から引用文をとり入れているかを詳細に証明 した労作である。この本は能が 『源

氏』 を保存するのにいかに重要な役割を果た して きたか も教えて くれる。

リチャー ド・オカダによる 『抵抗の形態 「源氏物語」およびその他平安中期のテクス トにおけ

る言語、詩、語 り』(1992年)は 平安のひらがなのテクス トの言語学的、修辞学的特徴が抵抗の

形態だと主張 している。オカダの方法論は権威 と抵抗、中心 と周辺、男性的と女性的、文学 と口

誦 と二頃対立的だ。漢字に対するひらがなに口誦性を見、それを権威に対する抵抗 として捉える

のであるが、これにもかな り切 り捨てが多いようだ。

ミシェル ・マルラは 『不満の美学一中世日本文学における政治 と隠遁』(1991)で 「みやび」

などを含む中世の審美学に新 しい政治的な読みを提唱 している点でオカダの考え方に多少似てい

る。フーコーやマ ックギャン等を援用 し、過去のテクス トを歴史的に再現しようとする。マルラ

は 「みやび」などの語彙に政治の場で表現すると危険な、 しか し充分に政治的な意味を見出 して

いる。不満の政治美学である。この新 しい政治的な見方はわれわれの視野を拡げて くれると同時

に、中世か ら美、優雅、神秘等人間存在の他の面を追い出して しまう結果を招いた。

ディヴィット・ポラックは1986年 に 『意味の割れ目一 日本による中国の綜合、8世 紀か ら18世

紀まで』 という刺激的な本を上梓 した。「日本」 というかたちに表せないこころ/意 味を表すた
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めに日本は 「中国」 という異形で外部のかたちを必要 としたというのがその主旨である。これを

読むと 「中国」がいかに 「日本」に深 く関わっていたかを再認識 させ られる。

また、アール ・マイナー、小田桐弘子、ロバー ト・モレルによる労作 「プリンス トン日本古典

文学必携」で研究が一段 とや り易 くなったこと、他にも優れた研究がいくつ もあるが紙面の都合

上割愛せざるをえないことを付け加えたい。

さて、ここから近代に入る。この時期に谷崎潤一郎、西脇順三郎、太宰治についての優れた研

究書が出た。ケン・イ トウの 『欲望のヴィジ ョンー谷崎の虚構の世界』(1991)は 谷崎の作品と

伝記を相互に関連 させなが ら対象に迫っていく年代的なアプローチをとっている。サイードのオ

リエンタリズム、ジラールの三角形の欲望、バ タイユの禁止 と侵犯等のパラダイムも視野に入れ

ながら複雑で重層的な谷崎の虚構の世界を鋭 く解明している。

ホセア ・ヒラタの 『西脇順三郎の詩 と詩学一翻訳のなかのモダニズム』(1993)は デリダとベ

ンヤミンの理論を実によく消化 して、詩 というものはそれ自身の消滅に向か うという西脇の詩学

に応用 し見事な研究に仕上げている。谷崎 と西脇には英文の研究書が皆無であったこともあ り、

彼等の貢献は大 きい。

アラン・ウルフの 『近代日本における自殺の文学一太宰治の場合』は徹底 した脱構築の方法 を

太宰治に応用 している。太宰は自己を記念碑化することに抵抗 したという点を証明するのである

が、二頃対立の構造主義的なものを一切排除する結果、太宰 と彼の作品は最後に消えて しまう。

ヒラタの流麗な文体に比 してウルフのは難渋である。 この難渋 さが脱構築の持つ一種のニヒリズ

ムを際立たせている。

ミシャル ・マルラの仕事に見 られるように語 りを歴史化、政治化 して当然 と思われていたもの

のなかに隠されているものを発見 していく傾向がある。日本近代文学でその手法を使ってそれな

りの成果 をあげたのが、ジェームス ・フジイの 『共謀の小説一近代 日本散文叙述における主体』

(1993)で ある。例えば漱石の 『こ・ろ』はアジアの国に対 して植民地主義的侵略を犯 している

日本の歴史性にわざと目を瞑ることで近代 日本文学の 「正典」になったのだとフジイは主張する。

新 しい見方ではあるが、かな り反論 もあることと思われる。ディヴィッド・ポラックによる 『文

化に逆 らって読む一近代小説におけるイデオロギイと語 り』(1992)は 外国文学を読む際のスタ

ンスの問題 をとりあげた重要な研究である。他の文化 を読むとき、相手 を自分の文化の安っぽい

亜流にして しまいがちだが、ポラックはどのようにしてそのような陥穽にはまらないようにする

かという問題をとり上げる。彼の答を簡略化 していえば 「文化 に逆らって読む」のである。この

文化は自分の文化と相手の文化の二つを意味する。両方の文化の内と外に同時に立つ ことを彼は

提唱する。実際にそういうことが出来るのかどうかは別問題として、われわれが常に直面 してい

ることをはっきりと意識化 したことは評価すべ きだろう。

80年代か ら90年代にかけてひとつの大きな収穫はエ ドワード・ファウラーの 『告白の修辞学一

二十世紀初期の私小説』だと思われる。ファウラーは私小説という形態の核 に肉迫することで近

代 日本文学の実態に光を当てている。彼は小説をノベルから切 り離 し、一般 に信 じられていた小

説と私小説の距離をとり除いて しまった。この本はシラネの 『源氏』 についての仕事 とともにこ

の分野の最高級の研究に属する。

この時期 に多方面に学問的な刺激を与え、八面六臂の仕事 をした人がいる。『ポス トモ ダニズ
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ムと日本』(1989)『 世界のなかの日本』(1993)を 共編、『中心を離れて一 日本と米国の権力と文

化の関係』(1991)を 書いたマサオ ・ミヨシである。ここでは 『中心を離れて』をとり上げてみる。

脱構築の命題である脱中心化がこの本で一番大 きな関心事である。 日米の政治、経済、社会、

文学の分野を從横に駆けめぐりなが らミヨシは両国の中心性の背後に安眠 している仮説、臆説を

片端から破壊 していく。槍玉に上るのは、西洋の思想のみに普遍性ありとする西洋普遍論者と日

本文化はユニークだとし、他文化の接近 を許さない日本本質論者である。 トピックは日米貿易摩

擦、ジャパ ン ・バッシング、西洋のノベルと日本の小説、谷崎潤一郎、三島由紀夫、大島渚、天

皇の死、女性文学、日本における座談会 と多岐に亘る。

ミヨシのキーワー ドは覇権(ヘ ゲモニー)で あり、テーマはヘゲモニーに対するあ くなき抵抗

である。そしてこの本の目的はこのテーマを含む新 しい世界像の提唱である。その世界像 とは「権

力の中心ではなく、全 く命令する中心のない世界 との関連で部分や周辺がそのままの姿で見える

ような世界」だ。こういう観点で切 られると、上記の トピックでミヨシの鉾先を躱せるものは少

ない。ほとんど中心性 を含んでいたり、それに対する憧憬を持っていたりするか らだ。 ミヨシの

おめがねにかなったのは大江健三郎、宮本百合子、津島佑子 ぐらいである。これが、正典性を排
キヤノン

除するミヨシの 「正典」 といえよう。だが、最近大江はノーベル賞を受けて 「中心」に入って し

まった。

しかしこの挑発的な脱構築の本は構造的な二頃対立的手法で書かれているし、また、西欧中心

主義 を嗤いながら、どこからともなく西欧の臭いが立ち昇ってくる。ジャパ ン・バ ッシングに対

して日本側からの論理的な回答がないことを嘆いて見せるとき、衣の下に隠された鎧、西欧のロ

ゴセントリズムがちらつ く。

権力 も中心性 も人間が持 って生 まれた強力な欲望だ。中心性の全 くない世界というのは、「中心」

につ らなる大学で禄 を食み、「正典」らしきものを教えている頭の古い私には単なるユー トピァ

のような気がする。しかも、ミヨシの提唱する 「中心のない」世界は彼の脱構築 しようとする 「中

心のある」世界 と対称 をなし、皮肉にも構造的だ。独断と創見に彩 られたこの本 を書いたミヨシ

は過去い くつもの論争 を引 き起 し、この分野に刺激を与え、その 「中心」に挑戦 してきた。今や

彼の息のかかった若い学者 も成長 し、ミヨシはこの分野の大 きな 「中心」のひとつになっている

感がある。

さてこの辺で簡単なまとめが必要だ。80年代後半から現在 にかけて、以前からの優れた翻訳者

の伝統が引き継がれる。翻訳は正典作家から周辺作家に、正典作家でも周辺的な作品へ と向かい

つつある。ステーヴ ・ラブソンの沖縄作家集やポール ・マッカーシー訳の谷崎の 『猫 と庄造と二

人の女』等がその例である。

研究はポス トモダン、脱構築派の進出と影響が著 しい。北米で50年代から70年代 まで地域研究

の一部 として育ってきた日本文学は、地方性、いい換えれば周辺性 を脱ぎ捨てて、世界の文学研

究に加わ りつつある。国境線がぼやけるのと同時に文学研究という境界線も脱構築され、その意

味を失いつつある。文学、歴史、政治学、人類学、社会学等すべて共通の場にひきず り出されて、

脱構築 という共通の 厂哲学」の光の下に検証 されるようになった。中心 を支える構造 を解体 し、

そのヘゲモニーのもとにあえぐ周辺分子 を解放す る。文学研究 は審美学ではな くな り、政治学や

哲学の様相 を帯びるようになった。
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最 後 に な っ て 紙 面 が つ き た が 、 こ う い う脱 構 築 の 動 き と相 俟 っ て 日本 文 学 で も 女 性 学 、 フ ェ ミ

ニ ズ ム 研 究 が 目 覚 ま し い 進 歩 を と げ た 。ユ キ コ ・タ ナ カ 、マ コ ト ・ウ エ ダ 、ヴ ィ ク ト リ ア ・ヴ ァ ー

ノ ン 、ノ リ コ ・ミ ズ タ ・リ ピ ッ ト、キ ョ ー コ ・イ リエ ・セ ル ド ン等 に よ る 選 集 、チ ェ コ ・ム ル ハ ー

ン の 『優 雅 な 勇 士 達 一 日 本 の 伝 説 的 な 女 性 』(1991)、 や 『日 本 の 女 性 作 家 一 伝 記 史 料 』(1994)

等 の 貢 献 が 大 き い 。 ま た レ ベ ッ カ ・コ ー プ ラ ン ド、 や フ ィ リ ス ・バ ー ン ボ ー ム の 宇 野 千 代 に つ い

て の 仕 事 も注 目 を 引 い た 。 そ の 他 、 幸 田 文 、 岡 本 か の 子 、 瀬 戸 内 晴 美 、 曽 野 綾 子 、 有 吉 佐 和 子 、

津 島 佑 子 、 山 田 詠 美 、 吉 本 ば な な 等 の 作 品 が 続 々 と英 訳 さ れ 始 め て い る が 、 シ ラ ネ 、 ゴ フ 、 フ ァ

ウ ラ ー 、 イ トー 等 の 仕 事 に 較 べ ら れ る 研 究 は ま だ 出 て い な い 。 だ が こ れ は 時 間 の 問 題 だ ろ う。

1990年 、 ハ イ ン ッ ・モ リ オ カ と ミ ヨ コ ・サ サ キ に よ る 「落 語 一 一 日 本 の 大 衆 文 芸 」 と い う本 が

出 た 。80年 代 後 半 か ら90年 代 前 半 に か け て の 日本 文 学 研 究 に お い て 、 周 辺 性 力沛 民 権 を 手 に 入 れ

つ つ あ る こ と を 示 す 意 味 で こ れ ほ ど 象 徴 的 な 本 は な い 。 落 語 研 究 書 が ハ ー バ ー ド大 学 か ら 出 版 さ

れ る と70年 代 に 誰 が 予 想 した で あ ろ う か 。

1980年 代 後 半 か ら90年 代 初 期 に か け て 北 米 の 日本 文 学 研 究 は 内 か ら の 充 実 と外 か ら の 刺 激 で 多
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